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デジタル化推進員の部会の設置について(案)
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１ デジタル化推進員の部会の設置の考え方について

１ デジタル化推進員の現状
○今年度から各課に配置された推進員は、「本部員の指示」、「重点目標・課題懸案事項」に基づいて、その役割を果たしてい
るものと想定。この役割については、想定しているものなので引き続き担ってほしい。

○一方で、各種技術などは、進展・変化も早いことから推進員がそれらの情報などに詳しい可能性がある。
○今後のDX推進において、これらの情報などを効果的に活用して、全庁に普及し具体的な施策につなげていきたい。

２ 部会設置の視点
①時間的視点：どの程度先を見越した議論展開を行うか。
・目の前(1～２年程度の将来)の課題解決ではなく、５～１０年程度の先を見た検討を行う。

②市民サービスの向上
・「市民サービスの向上」を念頭に、それに直結するような取組を議論。市民サービスの質の一定の統一化を意識する。

③内部事務の効率化・投資効果
・①・②の整理にあたり、職員の負担軽減や投資効果を念頭に置きながら検討を行う。

３ デジタル化推進員との意見交換の具体的な進め方
【議論における前提】
○部会で検討した内容は、ボトムアップ的に本部長・本部員へインプットし、組織全体としての業務改善を図る。
○各部局は、「新たな市役所の創造」、「市役所のリデザイン」を強く意識し、本部会のアウトプットに積極的に協力する。

(１)ステップ1：デジタル化推進員からの意見募集
○デジタル化推進員からDXに関するアイディア等の意見募集を行う。その中から今後の施策につながりそうな意見をピック
アップ。それらの内容を踏まえて部会の体制等を整理する。

(２)ステップ２：アイディアに対する意見交換
○ピックアップしたアイディアを深堀する意味で、提案した推進員と事務局(※)で意見交換を実施し、テーマ設定に向けたブ
ラッシュアップを行う。意見交換内容は本部会議等で共有する。
※意見交換への参加メンバーについては要検討。例：市長・両副市長×推進員×事務局 等

(３)ステップ３：テーマ設定・施策化
○(１)・(２)の議論を踏まえて、深堀・施策化するべきテーマを設定し、推進員及び事務局を中心に議論。
○議論内容については随時、本部会議へ報告し、本部長・本部員からの意見を踏まえ施策化・事業化

４ 当面のスケジュールイメージ(下記スケジュールについては今後、調整しながら進めていく予定です。)
○１０月中：推進員からのアイディア募集 ○１１月前半：アイディア内容の整理
○１１月後半：アイディアに関する意見交換、部会体制の整理 ○１２月以降：部会の設立 ※今年度最終回の本部会で提案することを目標
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２ 体制イメージ
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デジタル化推進本部長：安田副市長

デジタル化推進員：主査級以上
(各部の実働メンバー)

＜部会＞
◆目標1・2を推進・実現するにあたり特
に重要、かつ、部局横断で施策等を検
討することが必要な場合、部会を設置

デジタル化推進本部員：副部局長

デジタル化推進副本部長：髙井副市長

デジタル化推進チーム

○外部人材
・内閣府デジタル専門人材(NEC)

○企画政策部
・企画課 ・財政課 ・未来都市推進課

○総務部
・行政改革推進課 ・情報システム課
・法務課 ・人事課
デジタル化推進本部事務局：経営戦略部長

情報戦略課

デジタル化推進本部 事務局長
デジタル化推進担当 棚田専門監

若手DX推進プロジェクト(若手DXPJ)
【体制】
○リーダー：棚田専門監
○事務局 ：情報戦略課
【検討事項】
○市民サービス向上及びと内部効率化の
視点で、部局横断的なプロジェクトと
して検討を行う。

【メンバー規模】
○５～１０人程度(事務局以外)
※推進員から選出

連携
情報
共有

市長

アウトプット
の展開

各部局
〇実運用に向けた協力


